
障がいのある人ない人まぜこぜに───

クッキーでつくるおいしい社会

NPO法人クッキープロジェクト

代表理事 若尾明子

埼玉県立大学 地域包括ケア推進セミナー
2021/7/9

1



自己紹介

• 1974年生まれ

• 新座市在住

• 日本女子大学

家政経済学科卒

• 1997年、NTTグループ
会社で営業職

• 2000年 NPOに転職

• 現在は、クッキー屋に
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クッキープロジェクトの目的は？

ふだんの暮らしの中では知り合う機会が少ない

人同士が、クッキーを通じて出会い、障がいの

ある人もない人も、会社員も学生もフリーターも、

大人も子どもも、いろんな人が「まぜこぜ」

になって暮らす社会をめざし、障がい者の社会

参加の推進などに係わる諸活動を行う。
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活動の概要

１．障害者施設の商品力向上支援
・商品開発支援講座「PR塾」（2007年～）
・販売会「クッキーバザール」（2008年～、今年は25施設参加）

２．障害者施設の商品魅力発信と販路開拓
・県内40施設と福祉のアンテナショップ「おかし屋マーブル」
（埼玉県立小児医療センター内、2017年～）を運営
・企業へのノベルティ活用提案。

３．多様な人が集えるまぜこぜ拠点（2020年〜）
• アンテナショップ2号店「マーブルテラス」はカフェ併設
• 障害者やひきこもり若者の居場所作り
• 地域とつながるイベントづくり
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出典：2007年9月18日厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課

プロジェクト立ち上げ当時の
国の障害者の就労支援に向けた動き



障がいのある人ってどれくらいいるの？

＜種別＞ 人数
（人口に対しての％）

身体障がい者 392.2万人（3.1％）

知的障がい者 74.1万人（0.6％）

精神障がい者 392.4万人（3.1％）
データ出展：H29年度障害者白書＜内閣府＞
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→858万人、国民の約6.7％にあたります。

とくにストレス化社会の影響によるうつ病や気分障がい、高齢化による認
知症など、精神障がいが増加傾向にあります。



「かわいそうだから、

買ってあげよっと！」

「プレゼントしたい♪」

商品開発支援講座
「PR塾」で 脱同情買い
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PR塾

広報の基本

講師：吉田理映子さん

ハンズオン！埼玉副代表理事

広報プランナー
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PR塾

ホテルシェフ発

おいしいを仕事にできる幸福

講師：毛塚智之さん

パレスホテル大宮

洋食レストラン統括シェフ
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コピーで応援：富士ゼロックス埼玉端数倶楽部さん

学びを販売会でお披露目
「クッキーバザール」 ※企業協賛で
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駅前のショッピングセンターで
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2017年、常設店もオープン！

さいたま新都心

埼玉県立小児医療セン
ター内に常設店

「おかし屋マーブル」を
オープン！
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おかし屋マーブル 売上1000万超
常時40作業所から仕入れ
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2020年3月、まぜこぜ新拠点
マーブルテラス オープン！
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コミュニティマンション
コミューンときわ1階



2020年3月、まぜこぜ新拠点
マーブルテラス オープン！
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マーブルテラス ３つの機能

福祉のクッキーを
まちの届ける

アンテナショップ
企業の社会貢献提案

まぜこぜで
働く

マンション清掃
クッキー製造
カフェ調理・接客

地域とつながる
イベント企画

とき話のじかん
芸芸芸

こんにちは販売

おいしかった！
プレゼントしたい！

集まって食べて、
遊んで、
参加で元気に！
よく、きたね！

私にもできた！
私の居場所

地域でやって
みたい人と
いっしょに！

シェアキッチン
やってみマーブル



①福祉のクッキーをまちの届ける
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②まぜこぜで働く
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③地域とつながるイベント企画
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まぜこぜは、出会い方の工夫次第

「支援してあげる」ではなく、福祉で人をつなぐ！
ご静聴ありがとうございました。
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